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 要 旨   

目的： 

飲酒はHIV感染症における抗レトロウィルス治療（ART）の過程に影響を与える可能性

がある。本研究の目的は、治療中または無治療の患者において自己記入式質問票より得

られた飲酒情報とHIVサロゲートマーカーとの関連を検討することである。 

方法： 

スイスのHIVコホート研究における、（1）ART無治療で開始前の患者および（2）初回

ARTを開始後の患者の 2集団を対象に、7年間の前向きの検討を行った。最初の ARTを

開始した患者集団においては、時間依存 Cox 比例ハザードモデルを用いて、飲酒と

virological failure および ART 中断との関連を検討した。上記 2 集団においては、CD4

陽性細胞数の変化についても分析した。 

結果： 

初回 ART を開始した 2,982 名、ART 無治療で開始前 2,085 名を分析対象とした。ART

開始群では 241名（8％）に virological failureを認めたが、飲酒とは関連がなかった。

ARTの中断は 449名（15％）に認めたが、無・軽度飲酒者と比較して、過度飲酒者で有

意に多かった（ハザード比 2.24, 95%信頼区間 1.42-3.52）。これらの関連は治療に対す

るアドヒアランスを調整後も依然有意であった。2 集団とも飲酒と CD4 陽性細胞数との

間に有意な関連を認めなかった。 

結論： 

ART 無治療群、初回 ART 開始群両方において、飲酒と virological failure および CD4

陽性細胞数との間に関連を認めなかった。しかし、過度の飲酒は ART中断と関連があっ

た。過度飲酒患者においては ART継続のため特に努力が必要である。 

 


